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２
０
１
5
年 

１
月
23
日

日
本
共
産
党
京
都
府
委
員
会　

日
本
共
産
党
京
都
市
会
議
員
団

市議団と市議予定候補で市政調査（2014年９月・エコランド音羽の杜）

　

日
本
共
産
党
は
昨
年
12
月
の
総
選
挙
で
、

比
例
で
６
０
６
万
票
を
獲
得
し
、
改
選
前
の

８
議
席
か
ら
21
議
席
へ
と
躍
進
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
安
倍
暴
走
政
治
と
正
面
か
ら
対
決

し
対
案
を
示
す
日
本
共
産
党
に
、
多
く
の
有

権
者
が
期
待
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
結
果
で

あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
日
本
共
産
党
が
国

民
の
み
な
さ
ん
と
結
び
つ
き
、
一
致
点
に
基

づ
く
共
同
「
一
点
共
闘
」
を
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
き
た
こ
と
の
反
映
で
す
。
沖
縄
の
４

つ
の
小
選
挙
区
で
、
米
軍
新
基
地
建
設
反
対

を
掲
げ
る
「
オ
ー
ル
沖
縄
」
勢
力
が
完
全
制

覇
し
た
こ
と
も
画
期
的
で
し
た
。
参
議
院
に

続
き
衆
議
院
で
も
日
本
共
産
党
が
議
案
提
案

権
を
獲
得
し
た
こ
と
に
よ
り
、
草
の
根
の
運

動
や
地
方
議
会
で
の
取
り
組
み
と
相
ま
っ

て
、
国
民
の
願
い
と
要
求
で
政
治
を
動
か
す

展
望
が
さ
ら
に
広
が
り
ま
し
た
。

　

総
選
挙
後
安
倍
政
権
は
、「
戦
争
す
る
国

づ
く
り
」
と
と
も
に
、
新
年
度
予
算
に
向
け

て
医
療
保
険
の
負
担
増
と
給
付
減
、
介
護
報

１、市民に負担増、サービス削減を押しつけ、地方自治体の役割
　　を投げ捨ててきた「京プラン」

２、市民の運動と日本共産党躍進が、くらしを守る力です

（１）地方自治体の役割、「住民の命とくらしを守ること」に逆行
（２）市民生活と自治体こわしの大方針が「京プラン」と実施計画
（３） 「京プラン」実施計画で何が行なわれてきたのか

● 実施計画初年度から、高齢者・弱者にターゲット。緊急通報システム負担増などで28億円削減
● 料金、使用料値上げのオンパレード。消費税増税も「必要」と上乗せ
● 全国に先駆けて学校、病院、保育所などを次々廃止・民間移管。公的責任を投げ捨て
● 職員削減､ 民間委託はくらし・安全破壊…連続災害の中で、自治体が果たすべき役割に逆行
● 地域経済や雇用対策は無策

● 議案提案権を活用して積極論戦
● 市民と力を合わせ、ムダづかいストップ。くらしの要求実現へ全力
● 豪雨災害―住民の苦難に寄り添って機敏に行動

● 敬老乗車証の改悪は許さない
● 「いのちの署名」に託された願い実現を

（１） 市民の反撃が広がっています

（２） 消費税増税ノー。国にハッキリものをいうことこそ、財政立て直しの道
　　  ムダづかいはきっぱり中止

（３）国でも地方でも、暴走政治と対決し、対案示す日本共産党が伸びれば政治は
　　変わります

「京プラン」推進のオール与党会派

このまま続けられたら自治体が自治体でなくなる。「京プラン」にストップを

「
京み

や
こ

プ
ラ
ン
」路
線
の
継
続
は
許
さ
れ
な
い
！

市
民
生
活
と
自
治
体
こ
わ
し
の
大
方
針

日
本
共
産
党
と
と
も
に
市
民
の
く
ら
し・
福
祉
支
え
る
地
方
自
治
体
を
取
り
戻
そ
う

アピール

酬
引
き
下
げ
、
年
金
削
減
、
生
活
保
護
の
住

宅
扶
助
・
冬
季
加
算
の
引
き
下
げ
な
ど
社
会

保
障
の
大
改
悪
を
打
ち
出
し
、
暴
走
政
治
を

加
速
さ
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
民
負
担
増

と
格
差
拡
大
を
進
め
て
き
た
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

の
地
方
版
・「
地
方
創
生
」
を
押
し
つ
け
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　

京
都
市
政
で
は
、
国
の
暴
走
政
治
に
追
随

す
る
門
川
市
長
と
、
自
民
、
民
主
・
都
み
ら

い
、
公
明
、
京
都
党
の
オ
ー
ル
与
党
会
派

が
、
市
民
生
活
と
自
治
体
こ
わ
し
の
大
方
針

と
い
う
べ
き
「
京
（
み
や
こ
）
プ
ラ
ン
」
路

線
を
推
進
し
て
お
り
、
こ
れ
に
ス
ト
ッ
プ
を

か
け
る
こ
と
が
最
大
の
焦
点
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

国
政
で
も
地
方
政
治
で
も
、
暴
走
政
治
と

対
決
し
、「
住
民
が
主
人
公
」
の
政
治
へ
転

換
を
め
ざ
す
日
本
共
産
党
の
役
割
が
、
一
層

大
き
く
な
っ
て
い
る
と
自
覚
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
12
日
投
開
票
の
い
っ
せ
い
地
方
選
挙

・
京
都
市
会
議
員
選
挙
で
現
在
14
名
、
第
２

党
の
日
本
共
産
党
は
、
発
表
し
た
22
名
の
予

定
候
補
全
員
の
勝
利
、
自
共
対
決
に
打
ち
勝

ち
第
１
党
を
め
ざ
し
ま
す
。
そ
し
て
、
躍
進

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
国
会
議
員
団
や
全
国
の

闘
い
と
も
連
帯
し
、
京
都
市
が
、
市
民
の
く

ら
し
・
福
祉
を
支
え
る
と
い
う
地
方
自
治
体

本
来
の
役
割
を
果
た
す
よ
う
、
全
力
を
あ
げ

ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
に
、
地
方
自
治
体
を
取

り
戻
す
闘
い
を
呼
び
か
け
る
も
の
で
す
。

１
、
市
民
に
負
担
増
、サ
ー
ビ
ス
削
減
を
押
し
つ
け
、

　
地
方
自
治
体
の
役
割
を
投
げ
捨
て
て
き
た「
京
プ
ラ
ン
」

　

地
方
自
治
体
の
本
来
の
役
割
は
「
住
民
の

福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
」（
地
方
自
治

法
）
で
あ
り
、
住
民
の
命
と
く
ら
し
を
守
る

こ
と
こ
そ
、
京
都
市
が
行
な
う
べ
き
最
も
大

事
な
仕
事
で
す
。
そ
れ
は
、
昨
年
４
月
の
消

費
税
８
％
増
税
な
ど
安
倍
暴
走
政
治
の
も
と

で
、
国
内
総
生
産
の
連
続
減
少
、
１
世
帯
あ

た
り
消
費
支
出
の
連
続
マ
イ
ナ
ス
、
正
規
雇

用
の
減
少
、
実
質
賃
金
の
対
前
年
度
比
17
ヶ

月
連
続
後
退
と
、
く
ら
し
と
経
済
が
冷
え
込

ん
で
い
る
と
き
だ
か
ら
こ
そ
、
一
層
重
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
今
の
門
川
市
政
は
「
京
プ
ラ

（
１
）地
方
自
治
体
の
役
割
、「
住
民
の
命

　
　

と
く
ら
し
を
守
る
こ
と
」に
逆
行
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た
。

●
料
金
、使
用
料
値
上
げ
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
。

消
費
税
増
税
も
「
必
要
」
と
上
乗
せ

　

京
都
市
は
２
０
１
３
年
度
予
算
で
、
12
年

ぶ
り
と
な
る
上
下
水
道
料
金
９
億
３
０
０
０

万
円
（
半
年
分
）
の
値
上
げ
、
保
育
料
３
億

１
０
０
０
万
円
の
値
上
げ
、市
営
墓
地
管
理

料
引
き
上
げ
、各
種
施
設
使
用
料
引
き
上
げ

な
ど
、「
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で
」
総
計

14
億
９
０
０
０
万
円
の
料
金
、
使
用
料
値
上

げ
を
強
行
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
政
府
が
２
０
１
４
年
４
月
か
ら
の

消
費
税
８
％
増
税
を
決
め
た
も
と
で
、
２
０

１
３
年
の
11
月
市
会
で
は
、
市
バ
ス
・
地
下

鉄
運
賃
に
消
費
税
増
税
分
を
転
嫁
す
る
条
例

を
提
案
。
わ
が
党
の
「
増
税
中
止
を
国
に
求

め
、
少
な
く
と
も
公
営
企
業
に
つ
い
て
は
適

用
除
外
を
求
め
よ
」
と
の
要
求
に
背
を
向

け
、
市
長
は
「
消
費
税
は
社
会
保
障
に
必
要

な
財
源
を
安
定
的
に
確
保
す
る
た
め
、
広
く

負
担
を
わ
か
ち
あ
う
制
度
」
と
、
国
い
い
な

り
の
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
２
０

１
４
年
度
予
算
で
は
、
消
費
税
増
税
分
転
嫁

な
ど
総
額
27
億
７
０
０
０
万
円
の
公
共
料
金

値
上
げ
予
算
が
、
共
産
党
以
外
の
オ
ー
ル
与

党
会
派
の
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

●
全
国
に
先
駆
け
て
学
校
、
病
院
、
保
育
所

な
ど
を
次
々
廃
止
・
民
間
移
管
。
公
的
責

任
を
投
げ
捨
て

　

門
川
市
長
は
初
当
選
し
た
翌
年
の
２
０
０

９
年
、
市
立
看
護
短
期
大
学
の
廃
止
を
突
如

打
ち
出
し
、
翌
年
強
行
し
ま
し
た
。
公
立
の

大
学
・
短
大
を
廃
止
し
た
自
治
体
は
全
国
ど

こ
に
も
他
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、「
京
プ
ラ
ン
」
実
施
計
画
は
、

「
民
間
に
で
き
る
こ
と
は
民
間
に
」
と
、
本

来
、
公
（
お
お
や
け
）
が
責
任
を
果
た
す
べ

き
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
民
間
に
丸
投
げ
し
、
切

り
捨
て
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、
関
係
者

か
ら
大
き
な
批
判
が
お
こ
り
、
矛
盾
を
深
め

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
長
２
期
目
の
２
０
１
２
年
３

月
、
今
後
４
年
間
の
「
京
プ
ラ
ン
」
実
施
計

画
を
発
表
し
、
社
会
福
祉
関
係
費
な
ど
を
２

５
０
億
円
削
減
す
る
、
職
員
を
６
９
０
人
減

ら
す
な
ど
の
具
体
的
目
標
と
計
画
を
示
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
料
金
値
上
げ
、
サ
ー
ビ
ス

切
り
捨
て
、
公
営
施
設
の
民
営
化
な
ど
を
強

引
に
進
め
て
き
ま
し
た
。「
京
プ
ラ
ン
」

と
、
そ
の
実
施
計
画
は
、
国
の
悪
政
に
は
追

随
す
る
一
方
で
、
負
担
増
と
公
務
の
民
営
化

で
、
市
民
の
生
活
と
自
治
体
本
来
の
役
割
を

こ
わ
す
大
方
針
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

京
都
市
は
、「（
今
予
算
は
）『
京
プ
ラ
ン
』

実
施
計
画
の
最
終
年
度
で
あ
り
、
そ
の
総
仕

上
げ
に
向
け
て
、
政
策
経
費
の
重
点
化
と
一

層
の
事
業
の
見
直
し
を
進
め
、
限
ら
れ
た
財

源
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
活
用
す
る
」

（
平
成
27
年
度
予
算
の
編
成
に
つ
い
て
（
通

知
））
と
し
、
来
年
度
予
算
で
市
民
負
担
増

の
総
仕
上
げ
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は

重
大
で
す
。

（
３
）「
京
プ
ラ
ン
」実
施
計
画
で
何
が

　
　

行
な
わ
れ
て
き
た
の
か

　

そ
れ
で
は
、「
京
プ
ラ
ン
」
実
施
計
画
で

具
体
的
に
何
が
行
な
わ
れ
、
市
民
の
く
ら
し

は
ど
う
な
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

●
実
施
計
画
初
年
度
か
ら
、
高
齢
者
・
弱
者

に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
。
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
負

担
増
な
ど
で
28
億
円
削
減

　

実
施
計
画
初
年
度
の
２
０
１
２
年
度
予
算

で
京
都
市
は
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
命

綱
で
あ
る
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
利
用
料
引

き
上
げ
、
生
活
保
護
の
「
適
正
化
」
な
ど
で

「
初
年
度
目
標
25
億
円
」
を
上
回
る
28
億
円

を
削
減
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
政
令
市
の
中

で
は
京
都
市
だ
け
が
維
持
し
て
き
た
65
歳
以

上
の
方
の
個
人
府
市
民
税
軽
減
措
置
を
廃
止

し
、
対
象
と
な
る
３
万
６
０
０
０
人
の
方
に

６
億
５
千
万
円
の
負
担
増
を
押
し
つ
け
ま
し

た
。

　

日
本
共
産
党
以
外
の
オ
ー
ル
与
党
会
派

は
、
こ
れ
ら
の
予
算
と
議
案
に
賛
成
し
ま
し

ン
」
の
も
と
、
地
方
自
治
体
本
来
の
役
割
に

逆
行
し
、
相
次
ぐ
料
金
の
値
上
げ
、
重
要
な

公
営
施
設
の
廃
止
・
民
営
化
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
切
り
捨
て
な
ど
で
、
安
倍
暴
走
政
治
に
輪

を
か
け
て
市
民
負
担
増
を
す
す
め
て
き
ま
し

た
。

　

そ
の
大
も
と
に
あ
る
の
は
、
国
の
悪
政
、

地
方
切
り
捨
て
路
線
で
す
。
小
泉
「
改
革
」

以
来
、
国
は
地
方
の
重
要
な
財
源
で
あ
る
地

方
交
付
税
を
連
続
し
て
カ
ッ
ト
し
て
き
ま
し

た
（
京
都
市
の
地
方
交
付
税
は
、
ピ
ー
ク
時

の
２
０
０
０
年
度
の
１
１
４
８
億
円
か
ら
、

２
０
１
３
年
度
決
算
で
は
５
７
８
億
円
と
、

５
７
０
億
円
の
減
）。
消
費
税
増
税
は
地
方

自
治
体
の
税
収
に
と
っ
て
も
、
景
気
悪
化
に

よ
る
個
人
・
法
人
税
な
ど
の
減
収
で
、
マ
イ

ナ
ス
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

問
題
は
、
今
の
市
政
が
こ
う
し
た
国
の
政

治
に
も
の
を
い
う
立
場
に
立
っ
て
い
な
い
こ

と
で
す
。
消
費
税
増
税
は
推
進
の
立
場
で
あ

り
、
地
方
財
源
確
保
の
取
り
組
み
も
き
わ
め

て
不
十
分
で
す
。
そ
の
矛
盾
を
、
一
方
的
に

市
民
に
押
し
つ
け
て
い
る
の
で
す
。

（
２
）市
民
生
活
と
自
治
体
こ
わ
し
の
大

　
　

方
針
が「
京
プ
ラ
ン
」と
実
施
計
画

　

門
川
市
長
は
２
０
１
０
年
１
２
月
、「
は

ば
た
け
未
来
へ
！
京
プ
ラ
ン
（
京
都
市
基
本

計
画
）」
を
議
会
に
提
案
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、「
京
都
市
基
本
構
想
」（
２
０
０
１
年
〜

２
０
２
５
年
ま
で
の
長
期
構
想
）
の
具
体
化

と
し
て
策
定
さ
れ
た
「
京
都
市
基
本
計
画

（
第
１
期
）」（
２
０
０
１
年
〜
２
０
１
０

年
）
に
続
く
、
２
０
１
１
年
か
ら
２
０
２
０

年
ま
で
の
第
２
期
基
本
計
画
で
す
。

　

こ
の
「
京
プ
ラ
ン
」
は
、
京
都
市
の
ま
ち

づ
く
り
全
体
の
基
本
計
画
と
い
う
も
の
で
す

が
、
そ
の
眼
目
は
「
持
続
可
能
な
行
財
政
の

確
立
」
の
名
の
も
と
に
、
自
治
体
の
責
務
を

投
げ
捨
て
、「
民
間
の
経
営
感
覚
を
取
り
込

み
、
効
率
的
な
市
政
」
を
狙
う
、
自
治
体
を

変
質
さ
せ
る
プ
ラ
ン
で
し
た
。
わ
が
党
議
員

団
は
、「
京
プ
ラ
ン
」
の
問
題
点
を
指
摘
し

反
対
し
ま
し
た
が
、
共
産
党
を
除
く
オ
ー
ル

与
党
会
派
の
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
３
年
５
月
市
会
で
は
、
洛
西
ふ
れ

あ
い
の
里
保
養
研
修
セ
ン
タ
ー
廃
止
条
例

を
、
２
０
１
４
年
３
月
市
会
で
は
、
京
都
市

身
体
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
附
属
病
院
廃
止
条
例
を
、
日
本
共
産
党
以

外
の
オ
ー
ル
与
党
会
派
の
賛
成
で
可
決
し
ま

し
た
。

　

京
都
市
は
、
障
害
児
受
け
入
れ
、
地
域
子

育
て
支
援
拠
点
な
ど
で
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
公
立
保
育
所
の
廃
止
・
民
間
移
管

を
強
行
。
そ
の
検
証
も
行
わ
な
い
ま
ま
、
２

０
１
４
年
10
月
に
は
、
新
た
に
６
ヶ
所
の
公

立
保
育
所
の
民
間
移
管
を
打
ち
出
し
ま
し

た
。

　

「
京
都
市
は
公
的
責
任
を
果
た
せ
」
と
い

う
市
民
や
共
産
党
の
指
摘
に
対
し
て
、
市
長

は
「
公
務
員
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

お
ご
っ
た
考
え
方
で
や
る
べ
き
で
な
い
」

（
２
０
１
３
年
10
月
、
決
算
特
別
委
員
会
市

長
総
括
質
疑
）
と
居
直
り
、
オ
ー
ル
与
党
会

派
は
そ
れ
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

●
職
員
削
減
、
民
間
委
託
は
く
ら
し
・
安
全

破
壊
…
連
続
災
害
の
中
で
、
自
治
体
が
果

た
す
べ
き
役
割
に
逆
行

　

「
京
プ
ラ
ン
」
実
施
計
画
は
、「
職
員
数

の
適
正
化
」
と
し
て
、
京
都
市
で
初
め
て
部

門
別
定
員
管
理
計
画
を
策
定
し
、
消
防
職
員

80
人
、
教
育
部
門
２
７
０
人
な
ど
６
９
０
人

の
職
員
削
減
を
打
ち
出
し
、
今
後
10
年
間
で

１
４
０
０
人
も
の
職
員
削
減
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
こ
の
計
画
は
、
市
民
の
く
ら
し
・
安

全
を
守
る
た
め
に
ど
う
体
制
を
確
保
す
る
か

と
い
う
立
場
を
横
に
置
き
、「
人
件
費
削
減

あ
り
き
」
で
、
遅
れ
た
自
治
体
の
低
い
水
準

に
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
っ

た
く
道
理
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

職
員
削
減
、
民
営
化
路
線
が
市
民
の
く
ら

し
と
安
全
を
脅
か
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、

初
の
大
雨
特
別
警
報
が
発
動
さ
れ
た
２
０
１

３
年
の
台
風
18
号
被
害
で
、
民
間
委
託
し
て

い
た
小
栗
栖
排
水
機
場
の
ポ
ン
プ
が
人
災
に

よ
り
停
止
し
、
京
都
市
が
把
握
す
る
の
も
遅

れ
、
重
大
な
被
害
を
招
い
た
こ
と
で
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
損
害
賠
償
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
排
水
機
場
は
直
営
に

戻
し
、
京
都
市
が
必
要
な
体
制
を
と
っ
て
責

任
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
４
年
度
予
算
で
、
市
民
税
賦
課
業

務
の
集
約
化
と
市
税
事
務
所
へ
の
一
元
化
が

決
め
ら
れ
、
11
月
に
市
税
事
務
所
が
発
足
し

た
こ
と
も
重
大
で
す
。
こ
れ
も
、
職
員
数
と

人
件
費
削
減
優
先
で
、
区
役
所
か
ら
職
員
を

引
き
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
税
務
相
談
は

も
ち
ろ
ん
、
福
祉
と
の
一
体
サ
ー
ビ
ス
や
災

害
対
応
な
ど
、
市
民
に
最
も
身
近
な
区
役
所

の
機
能
を
低
下
さ
せ
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
京
都
市
は
、
２
０
１
４
年
９
月
に

「
ご
み
収
集
処
理
業
務
の
さ
ら
な
る
改
革
策

（
案
）」
を
発
表
し
、
ご
み
収
集
業
務
の
７

割
を
民
間
委
託
し
、
さ
ら
な
る
職
員
削
減
を

め
ざ
す
と
し
て
い
ま
す
。
災
害
時
の
ご
み
収

集
に
行
政
が
責
任
を
持
て
な
く
な
る
な
ど
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
後
退
に
つ
な
が
り
、
委
託
先

の
「
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」
を
助
長
す
る

も
の
で
す
。

●
地
域
経
済
や
雇
用
対
策
は
無
策

　

こ
の
よ
う
に
、
門
川
市
政
は
「
京
プ
ラ

ン
」
実
施
計
画
で
市
民
負
担
増
、
サ
ー
ビ
ス

切
り
捨
て
は
強
引
に
す
す
め
な
が
ら
、
地
域

経
済
や
雇
用
を
守
る
対
策
に
は
無
策
で
す
。

今
、
京
都
の
中
小
企
業
の
方
か
ら
は
、
増
税

不
況
が
続
く
下
で
、「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
良

く
な
っ
た
な
ど
と
い
う
の
は
ど
こ
の
話
だ
」

と
怒
り
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

千
葉
県
野
田
市
や
東
京
都
多
摩
市
、
神
奈

川
県
川
崎
市
、
相
模
原
市
な
ど
全
国
に
広
が

っ
て
い
る
公
契
約
条
例
は
、
自
治
体
の
仕
事

の
地
元
発
注
や
、
事
業
の
質
の
確
保
、
下
請

を
含
め
た
雇
用
者
賃
金
の
確
保
な
ど
で
、
お

金
を
地
域
で
循
環
さ
せ
地
域
経
済
の
再
生
を

図
る
の
に
有
効
な
も
の
で
す
。
門
川
市
長

は
、
前
回
の
市
長
選
時
に
公
契
約
基
本
条
例

制
定
を
公
約
し
な
が
ら
、
い
ま
だ
に
そ
の
内

容
も
明
ら
か
に
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

国
が
昨
年
７
月
、
小
規
模
企
業
振
興
基
本

法
を
制
定
し
、
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
を



（ 3）

（
１
）市
民
の
反
撃
が

　
　

広
が
っ
て
い
ま
す

　

い
ま
、
京
都
市
の
「
京
プ
ラ
ン
」
と
実
施

計
画
に
反
対
し
て
、
市
民
の
く
ら
し
と
営
業

を
守
れ
と
い
う
運
動
が
大
き
く
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
附
属
病

院
廃
止
問
題
で
は
、「
京
都
の
リ
ハ
ビ
リ
を
考

え
る
会
」
の
み
な
さ
ん
が
粘
り
強
い
運
動
を

展
開
さ
れ
、
強
行
後
は
、
市
長
と
と
も
に
賛

成
し
た
会
派
を
名
指
し
で
批
判
す
る
声
明
を

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
公
立
保
育
所
の
民
間
移

管
問
題
に
対
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で

は
民
間
移
管
反
対
や
慎
重
意
見
が
99
％
を
占

め
、
民
間
移
管
見
直
し
を
求
め
る
署
名
が
、

わ
ず
か
10
日
間
で
１
万
４
０
０
０
筆
を
超
え

る
な
ど
、
反
対
の
声
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

●
敬
老
乗
車
証
の
改
悪
は
許
さ
な
い

　

敬
老
乗
車
証
制
度
で
は
、
２
０
１
３
年
９

月
市
会
で
、
乗
る
た
び
に
一
定
額
の
負
担
を

求
め
る
応
益
負
担
導
入
な
ど
の
改
悪
方
針
が

示
さ
れ
ま
し
た
。
乗
車
証
１
枚
で
乗
り
降
り

自
由
の
現
行
制
度
が
廃
止
さ
れ
れ
ば
、
敬
老

乗
車
証
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
は
反
対

の
声
が
わ
き
上
が
り
、「
敬
老
乗
車
証
守
ろ

う
！
連
絡
会
」
も
結
成
さ
れ
、
市
民
集
会
が

開
催
さ
れ
、「
制
度
を
守
っ
て
」
と
の
署
名

が
１
万
６
０
０
０
筆
（
２
０
１
４
年
12
月
現

在
）
集
ま
る
な
ど
、
運
動
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。

　

京
都
市
は
「
方
針
を
撤
回
し
現
行
制
度
を

守
れ
」の
声
に
こ
た
え
て
い
ま
せ
ん
が
、「
十

分
時
間
を
か
け
て
検
討
す
る
」
と
、
具
体
的

な
改
悪
方
針
は
ま
だ
示
せ
な
い
ま
ま
で
す
。

　

応
益
負
担
を
導
入
さ
せ
ず
、
現
行
制
度
を

守
る
た
め
、
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

●
「
い
の
ち
の
署
名
」
に
託
さ
れ
た
願
い
実

現
を

　

い
ま
、
府
内
各
地
で
国
民
健
康
保
険
料
引

き
下
げ
、
中
学
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
無
料

化
拡
充
、
老
人
医
療
助
成
制
度（
マ
ル
老
）の

存
続
と
拡
充
を
求
め
る
「
い
の
ち
の
署
名
」

が
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
近
く
京
都
市
に
も

提
出
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、「
京
プ
ラ

ン
」
に
反
対
す
る
取
り
組
み
と
直
結
し
た
切

実
な
願
い
で
す
。

　

京
都
市
自
身
が
「
負
担
の
限
界
」
と
認
め

る
高
す
ぎ
る
国
民
健
康
保
険
料
。
京
都
市

は
、
払
い
た
く
て
も
払
え
な
い
人
か
ら
の
保

険
証
取
り
上
げ
を
続
け
、
差
し
押
さ
え
は
６

年
間
で
５
倍
と
強
め
な
が
ら
「
赤
字
だ
か

ら
」
と
引
き
下
げ
の
要
求
に
応
じ
て
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
論
拠
が
崩
れ
て

い
ま
す
。
京
都
市
の
国
保
会
計
は
６
年
連
続

で
単
年
度
黒
字
で
あ
り
、
２
０
１
３
年
度
決

算
で
は
、
累
積
収
支
で
も
７
億
円
の
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。今
こ
そ
、１
世
帯
１
万
円
以
上

の
国
保
料
引
き
下
げ
を
行
な
う
と
き
で
す
。

　

京
都
府
は
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
対
象

を
中
学
校
卒
業
ま
で
広
げ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。
現
在
、
京
都
市
は
府
内
で
唯

一
、
府
の
助
成
制
度
に
上
乗
せ
し
て
い
な
い

自
治
体
で
す
。
府
内
の
多
く
の
自
治
体
で

は
、
小
学
校
・
中
学
校
卒
業
ま
で
医
療
費
無

料
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
京
都

市
で
は
、
償
還
払
い
は
現
物
給
付
に
改
善
し

た
も
の
の
、
３
歳
以
上
は
１
ヶ
月
３
０
０
０

円
を
超
え
る
部
分
の
助
成
の
み
。
医
療
費
が

子
育
て
家
庭
に
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
ま

す
。
市
が
決
断
す
れ
ば
、
府
の
助
成
と
相
ま

っ
て
、
中
学
校
卒
業
ま
で
の
無
料
化
は
可
能

で
す
。

　

京
都
独
自
の
老
人
医
療
助
成
制
度
（
京
都

市
で
は
老
人
医
療
費
支
給
制
度
）
を
維
持
・

拡
充
す
る
こ
と
と
あ
わ
せ
、
こ
れ
ら
三
つ
の

要
求
を
掲
げ
た
「
い
の
ち
の
署
名
」
に
託
さ

れ
た
願
い
の
実
現
へ
奮
闘
し
ま
す
。

　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　

＊

　

日
本
共
産
党
は
引
き
続
き
、
こ
う
し
た
運

動
を
進
め
る
み
な
さ
ん
と
共
同
を
広
げ
、
市

政
転
換
を
め
ざ
し
ま
す
。

（
２
）消
費
税
増
税
ノ
ー
。
国
に
ハ
ッ

　
　

キ
リ
も
の
を
い
う
こ
と
こ
そ
、

　
　

財
政
立
て
直
し
の
道

　

京
都
市
が
国
の
財
政
運
営
に
い
い
な
り
で

あ
る
こ
と
は
、
先
に
見
た
と
お
り
で
す
。
京

都
市
が
、
い
く
ら
「
財
政
難
」
と
言
っ
て

も
、
そ
れ
は
財
政
問
題
を
解
決
す
る
立
場
か

ら
で
は
な
く
、
市
民
に
負
担
増
を
押
し
つ
け

る
口
実
に
し
て
い
る
だ
け
と
い
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
も
門
川
市
政
は
、
原
発
再
稼
働
に
つ

い
て
も
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
に
つ
い

て
も
、
秘
密
保
護
法
の
具
体
化
で
も
、
何
で

も
国
い
い
な
り
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
姿
勢
を
改
め
、
市
民
の
く
ら

し
と
安
全
を
守
る
立
場
か
ら
国
に
ハ
ッ
キ
リ

も
の
を
い
い
、
消
費
税
増
税
に
反
対
し
、
地

方
財
源
確
保
を
迫
る
市
政
に
転
換
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ム
ダ
づ
か
い
は
き
っ
ぱ
り
中
止

　

こ
の
間
、
市
民
の
運
動
と
共
産
党
の
論
戦

で
、
ム
ダ
と
環
境
破
壊
の
京
都
高
速
道
路
計

画
の
未
着
工
３
路
線
を
計
画
断
念
に
追
い
込

み
（
総
事
業
費
２
９
０
０
億
円
）、
技
術
的

に
未
完
成
で
あ
り
事
故
続
き
の
焼
却
灰
溶
融

施
設
工
事
を
契
約
解
除
に
追
い
込
む
（
施
設

整
備
費
１
７
５
億
円
、
運
転
経
費
１
年
20
億

円
）
な
ど
の
成
果
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
京
都
市
は
こ
れ
に
こ
り
ず
、
京

都
駅
（
地
下
駅
）
建
設
費
だ
け
で
２
２
０
０

億
円
か
か
り
地
元
負
担
に
結
び
つ
く
リ
ニ
ア

新
幹
線
の
京
都
駅
誘
致
を
諦
め
て
い
ま
せ

ん
。
ま
た
、
毎
年
13
億
円
も
黒
字
と
な
っ
て

い
る
ご
み
袋
代
の
値
下
げ
に
応
じ
ず
、
そ
の

財
源
を
南
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
第
２
工
場

の
展
望
台
に
２
億
５
千
万
円
も
か
け
る
計
画

に
投
入
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
ム
ダ
づ
か
い
は
キ
ッ
パ
リ
中

止
す
べ
き
で
す
。

（
３
）国
で
も
地
方
で
も
、
暴
走
政
治
と

　
　

対
決
し
、
対
案
示
す
日
本
共
産
党

　
　

が
伸
び
れ
ば
政
治
は
変
わ
り
ま
す

　

現
在
14
名
（
２
０
１
３
年
５
月
ま
で
は
倉

林
議
員
を
含
め
15
名
）
で
市
議
会
第
２
党
の

日
本
共
産
党
京
都
市
会
議
員
団
は
、「
京
プ
ラ

ン
」
路
線
や
市
民
の
利
益
に
反
す
る
市
長
提

案
に
キ
ッ
パ
リ
反
対
を
貫
い
て
き
ま
し
た
。

●
議
案
提
案
権
を
活
用
し
て
積
極
論
戦

　

同
時
に
、
議
案
提
案
権
を
活
用
し
て
、
市

民
の
立
場
か
ら
積
極
的
に
対
案
を
示
し
て
き

ま
し
た
。
２
０
１
４
年
９
月
市
会
で
は
、
子

ど
も
・
子
育
て
新
制
度
関
連
条
例
、「
ご
み

屋
敷
」
条
例
、
い
じ
め
防
止
条
例
の
３
つ
の

市
長
提
案
に
修
正
案
を
提
案
。
市
民
の
声
を

踏
ま
え
て
論
戦
し
、
修
正
案
は
実
ら
な
か
っ

た
も
の
の
、
市
民
の
立
場
に
立
っ
た
付
帯
決

議
の
可
決
や
、
一
定
の
答
弁
引
き
出
し
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
民
の
切
実
な
願
い
の
請
願
紹
介

議
員
に
な
る
と
と
も
に
、
消
費
税
増
税
中

止
、
原
発
再
稼
働
反
対
、
秘
密
保
護
法
反
対

な
ど
を
求
め
る
国
へ
の
意
見
書
も
積
極
的
に

提
案
。「
奨
学
金
制
度
の
充
実
を
求
め
る
意

見
書
」「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
被
害
に
対
す
る

「
敬
老
乗
車
証
守
ろ
う
！
連
絡
会
」
の

み
な
さ
ん
と
キ
ャ
ラ
バ
ン
宣
伝　
　
　

２
、
市
民
の
運
動
と
日
本
共
産
党
躍
進
が
、

　
く
ら
し
を
守
る
力
で
す

制
定
し
て
い
る
自
治
体
も
増
え
て
い
る
の

に
、
京
都
市
は
、「
他
都
市
の
事
例
を
検
証

し
な
が
ら
、
検
討
を
進
め
る
」
と
い
う
ば
か

り
で
具
体
化
し
よ
う
と
し
ま
せ
ん
。

　

雇
用
問
題
で
は
、
２
０
０
８
年
に
創
設
し

た
雇
用
創
出
担
当
部
長
職
を
、
２
０
１
４
年

度
か
ら
な
く
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
ま
ま
続
け
ら
れ
た
ら
自
治
体

が
自
治
体
で
な
く
な
る
。

「
京
プ
ラ
ン
」に
ス
ト
ッ
プ
を

　

京
都
市
の
市
民
負
担
増
路
線
は
、
２
０
１

５
年
度
で
終
わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
、「
京
都
市
基
本
計
画
点
検
委
員
会
」

が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
京
都
市
は
現
在
の
実

施
計
画
に
続
き
、「
京
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
く

さ
ら
な
る
行
革
実
施
計
画
を
策
定
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
安
倍
内
閣
が
押
し
つ
け
よ
う

と
し
て
い
る
「
地
方
創
生
」
と
軌
を
一
に
し

た
動
き
で
す
。

　

門
川
市
長
は
今
年
の
年
頭
訓
示
で
「
総
仕

上
げ
・
総
点
検
の
年
」「『
地
方
創
生
』
も
京

都
か
ら
モ
デ
ル
を
」
と
述
べ
、「
京
プ
ラ

ン
」
と
実
施
計
画
の
路
線
を
い
っ
そ
う
進
め

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
先
に

見
た
市
税
事
務
所
へ
の
税
務
事
務
の
統
合
と

と
も
に
、
こ
の
間
進
め
ら
れ
た
区
役
所
出
張

所
の
廃
止
な
ど
、「
簡
素
で
効
率
的
な
組
織

体
制
の
整
備
」（「
京
プ
ラ
ン
」）
な
ど
も
含

ま
れ
ま
す
。
こ
の
ま
ま
「
京
プ
ラ
ン
」
路
線

を
続
け
れ
ば
、
文
字
通
り
自
治
体
が
自
治
体

で
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

４
月
の
市
会
議
員
選
挙
で
は
、「
京
プ
ラ

ン
」
推
進
の
オ
ー
ル
与
党
か
、「
京
プ
ラ

ン
」
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
、
自
治
体
本
来
の

役
割
を
取
り
戻
す
日
本
共
産
党
か
の
選
択
が

問
わ
れ
て
い
ま
す
。



（ 4）

意
見
書
」
な
ど
は
他
会
派
と
共
同
提
案
し
、

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
員
報
酬
三
割
削
減
を
提
案

　

党
議
員
団
は
、
市
民
生
活
の
厳
し
さ
の
も

と
、
議
員
報
酬
を
三
割
カ
ッ
ト
し
て
市
民
の

く
ら
し
に
回
す
こ
と
を
一
貫
し
て
提
案
し
て

き
ま
し
た
。
２
０
１
４
年
２
月
市
会
で
は
、

オ
ー
ル
与
党
会
派
が
市
民
と
議
会
の
パ
イ
プ

を
細
く
す
る
市
会
議
員
定
数
２
名
削
減
（
左

京
区
と
上
京
区
各
１
名
）
を
強
行
し
ま
し
た

が
、
党
議
員
団
は
、
定
数
削
減
よ
り
効
果
の

あ
る
議
員
報
酬
三
割
削
減
議
案
を
提
案
し
ま

し
た
（
オ
ー
ル
与
党
会
派
の
反
対
で
否

決
）。
ま
た
、
２
０
１
４
年
11
月
市
会
で
、

議
員
の
期
末
手
当
引
き
上
げ
の
議
案
に
党
議

員
団
は
反
対
、
オ
ー
ル
与
党
会
派
は
賛
成
し

ま
し
た
。

　
政
務
活
動
費
の
公
開
拡
大
を
提
案

　

地
方
議
員
の
政
務
活
動
費
の
不
適
切
な
支

出
が
次
々
と
報
道
さ
れ
る
中
、
党
議
員
団
は

昨
年
12
月
、
市
会
議
長
に
対
し
、
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
の
上
に
立
っ
て
、
政
務
活
動
費

の
公
開
拡
大
を
求
め
る
申
し
入
れ
を
行
な
い

ま
し
た
。
こ
れ
は
、｢

税
金
で
あ
る
政
務
活

動
費
の
一
層
の
公
開
が
求
め
ら
れ
て
い
る｣

と
い
う
立
場
か
ら
、
市
会
図
書
・
情
報
室
で

は
閲
覧
可
能
と
な
っ
て
い
る
領
収
書
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
開
や
、会
計
帳
簿
、契
約
書

の
提
出
と
公
開
な
ど
を
求
め
る
も
の
で
す
。

●�

市
民
と
力
を
合
わ
せ
、
ム
ダ
づ
か
い
ス
ト

ッ
プ
。
く
ら
し
の
要
求
実
現
へ
全
力

　

市
民
の
み
な
さ
ん
に
寄
り
添
っ
て
、
力
を

合
わ
せ
活
動
す
る
党
議
員
団
だ
か
ら
こ
そ
、

今
の
市
政
の
も
と
で
も
、
高
速
道
路
未
着
工

３
路
線
の
計
画
断
念
や
焼
却
灰
溶
融
施
設
契

約
解
除
で
ム
ダ
づ
か
い
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け

た
こ
と
を
は
じ
め
、
貴
重
な
成
果
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
、
地
下
鉄
烏
丸
線
の
烏
丸
御
池

駅
で
転
落
防
止
用
の
可
動
式
ホ
ー
ム
柵
運
用

が
始
ま
り
、
設
置
を
求
め
て
運
動
し
て
こ
ら

れ
た
障
害
者
団
体
な
ど
の
方
々
か
ら
喜
び
の

声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
議
会
で
当
初
か
ら

烏
丸
線
全
駅
で
の
設
置
を
求
め
て
き
た
の

は
、
党
議
員
団
だ
け
で
す
。｢

財
政
的
に
困

難｣

と
拒
否
す
る
京
都
市
に
対
し
、
他
都
市

で
の
実
例
も
踏
ま
え
た
議
会
論
戦
で
流
れ
を

変
え
ま
し
た
。
引
き
続
き
全
駅
設
置
へ
が
ん

ば
り
ま
す
。

　

「
京
都
市
の
責
任
で
市
営
住
宅
の
風
呂
が

ま
を
取
り
替
え
て
ほ
し
い
」
と
、
多
く
の
署

名
と
請
願
が
市
議
会
に
出
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
請
願
の
紹
介
議
員
と
な
っ
た
の
は
、
い

つ
も
共
産
党
だ
け
で
し
た
。
請
願
は
何
度
も

不
採
択
や
継
続
審
議
に
な
り
ま
し
た
が
、
粘

り
強
い
住
民
の
運
動
と
議
会
で
の
追
及
が
京

都
市
を
動
か
し
、
一
昨
年
４
月
、
つ
い
に
願

い
が
実
現
し
、
住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。

　

党
議
員
団
は
、
小
学
校
給
食
の
ア
ル
マ
イ

ト
食
器
に
つ
い
て
、
長
年
に
わ
た
り
改
善
を

求
め
て
き
ま
し
た
。
市
長
は
財
政
を
理
由
に

拒
否
し
て
き
ま
し
た
が
、
ね
ば
り
強
い
運
動

と
論
戦
を
背
景
に
、
３
年
間
で
Ｐ
Ｅ
Ｎ
食
器

に
更
新
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

党
議
員
団
は
、
住
民
の
運
動
と
結
ん
で
、

市
バ
ス
路
線
の
拡
充
、
市
バ
ス
の
均
一
区
間

の
拡
大
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
地
域
の
切
実

な
要
求
で
あ
っ
た
西
賀
茂
北
部
の
柊
野
学
区

に
市
バ
ス
路
線
が
延
長
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
市
バ
ス
の
均
一
区
間
が
嵯
峨
・
嵐
山
地

域
に
ま
で
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

●�

豪
雨
災
害
―
住
民
の
苦
難
に
寄
り
添
っ
て

機
敏
に
行
動

　

２
０
１
３
年
の
台
風
18
号
被
害
時
に
は
、

た
だ
ち
に
被
災
地
に
入
る
な
ど
被
災
者
救
援

に
全
議
員
が
総
力
を
あ
げ
る
と
と
も
に
、
京

都
市
に
３
回
に
わ
た
る
申
し
入
れ
を
行
な

い
、
す
べ
て
の
被
害
に
す
み
や
か
な
対
応
を

求
め
ま
し
た
。
５
０
０
世
帯
が
浸
水
し
た
伏

見
区
小
栗
栖
の
排
水
機
場
ポ
ン
プ
停
止
事
故

で
は
、「
京
プ
ラ
ン
」
の
行
革
路
線
に
よ
る

◦
地
下
鉄
烏
丸
線
の
転
落
防
止
柵
に
つ
い
て

「（
５
年
間
で
）
20
件
落
ち
て
は
っ
て
も

誰
も
死
ん
で
は
ら
へ
ん
…
年
間
１
０
０
人

死
ん
で
い
ま
す
と
か
や
っ
た
ら
と
ん
で
も

な
い
と
い
う
話
に
な
り
ま
す
け
ど
、
今
で

も
十
分
安
全
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
」（
２
０

１
１
年
12
月
６
日
、
交
通
水
道
消
防
委
員

会
、
京
都
党
議
員
）

◦
水
道
料
金
値
上
げ
に
つ
い
て
「
財
源
を
確

保
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
理
解
。
今

回
、
下
水
道
料
金
の
値
下
げ
と
セ
ッ
ト
で

実
施
す
る
こ
と
か
ら
、
市
民
の
負
担
感
は

少
な
い
」（
２
０
１
３
年
２
月
27
日
、
本

会
議
、
民
主
・
都
み
ら
い
議
員
）

◦
「
保
育
料
の
値
上
げ
に
関
し
て
…
例
え
て

い
う
と
月
に
コ
ー
ヒ
ー
１
杯
分
の
値
上
げ

…
や
む
を
得
な
い
」（
２
０
１
３
年
３
月
４

日
、
予
算
特
別
委
員
会
、
京
都
党
議
員
）

◦
「
国
保
会
計
最
大
の
問
題
は
…
法
定
外
に

巨
額
の
繰
入
金
、
法
治
国
家
と
し
て
は
問

題
」（
２
０
１
３
年
３
月
５
日
、
予
算
特

別
委
員
会
、
京
都
党
議
員
）

◦
「
敬
老
乗
車
証
が
な
く
な
る
と
い
う
う
わ

さ
み
た
い
な
の
が
ど
わ
ー
っ
と
広
が
っ

た
。
敬
老
乗
車
証
そ
の
も
の
が
な
く
な
る

の
で
は
な
く
て
、
中
味
を
変
え
て
い
く
と

い
う
答
申
が
出
た
と
い
う
こ
と
」（
２
０

１
３
年
７
月
24
日
、
教
育
福
祉
委
員
会
、

公
明
党
議
員
）

◦
「
最
大
の
空
き
家
対
策
は
、
市
営
住
宅
を

な
く
す
こ
と
」「
さ
っ
さ
と
整
理
し
た
方

が
よ
い
」（
２
０
１
４
年
10
月
７
日
、
決

算
特
別
委
員
会
、
京
都
党
議
員
）

被
害
と
厳
し
く
批
判
。
市
も
「
人
災
」
で
あ

る
こ
と
を
認
め
、
被
害
者
補
償
へ
の
流
れ
を

作
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
４
年
８
月
の
台
風
11
号
と
豪
雨
災

害
時
に
も
、
た
だ
ち
に
現
地
調
査
を
行
な

い
、
京
都
市
に
緊
急
に
申
し
入
れ
て
、
被
災

者
の
生
活
支
援
、
住
宅
や
営
業
の
再
建
な
ど

を
要
望
し
ま
し
た
。
ま
た
、
京
都
市
の
２
０

１
４
年
９
月
補
正
予
算
に
盛
り
込
ま
れ
た
再

建
支
援
事
業
な
ど
を
紹
介
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
党
議
員
団
と
し
て
作
成
し
、
活
用
さ
れ

ま
し
た
。

　

国
と
と
も
に
京
都
市
で
も
、
暴
走
政
治
と

対
決
し
、
対
案
を
示
し
、
住
民
と
と
も
に
活

動
す
る
日
本
共
産
党
の
値
打
ち
が
光
っ
て
い

ま
す
。
京
都
市
議
会
で
も
日
本
共
産
党
が
伸

び
れ
ば
、
市
政
を
変
え
る
大
き
な
力
に
な
り

ま
す
。

「
京
プ
ラ
ン
」推
進
の
オ
ー
ル
与
党
会
派

　

こ
れ
に
対
し
て
、
門
川
市
政
に
賛
成
す
る

だ
け
で
な
く
、「
京
プ
ラ
ン
」
路
線
の
具
体

化
を
迫
り
、
そ
れ
を
実
行
さ
せ
て
き
た
の

が
、
自
民
、
民
主
・
都
み
ら
い
、
公
明
、
京

都
党
の
オ
ー
ル
与
党
会
派
で
す
。

　

市
長
と
一
体
と
な
っ
て
、
市
民
に
痛
み
を

押
し
つ
け
、
そ
れ
を
合
理
化
し
、
京
都
市
の

公
的
責
任
を
免
罪
す
る
「
民
営
化
」
を
推
進

し
て
き
た
発
言
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま

せ
ん
。

　

市
営
墓
地
管
理
料
に
つ
い
て
「
市
民
の
方

が
お
出
し
さ
れ
て
い
る
お
金
は
非
常
に
安

い
。
…
一
定
、
市
民
の
方
々
も
負
担
を
頂
く

と
い
う
視
点
で
考
え
て
い
く
」（
２
０
１
２

年
３
月
８
日
、
予
算
特
別
委
員
会
、
京
都
党

議
員
）
と
質
問
。
京
都
市
は
２
０
１
３
年
度

の
「
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で
」
の
値
上
げ

で
市
営
墓
地
管
理
料
を
１
㎡
あ
た
り
年
額
５

０
０
円
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

　

「
ご
み
収
集
業
務
の
50
％
委
託
が
掲
げ
ら

れ
て
お
り
、
達
成
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
果
た
し
て
50
％
で
良
い
の
か
。
そ
れ
が

ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
さ
ら
に
委
託
化
を
す
す

め
、
効
率
化
を
図
る
べ
き
」（
２
０
１
３
年

２
月
26
日
、
本
会
議
、
自
民
党
議
員
）
と
質

問
。
京
都
市
は
２
０
１
４
年
９
月
、「
７
割

の
民
間
委
託
化
」
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

　

「
本
市
直
営
の
保
育
所
に
つ
い
て
引
き
続

き
民
間
移
管
を
進
め
て
い
き
つ
つ
、
広
域
的

な
役
割
を
果
た
し
得
る
一
部
の
保
育
所
に
つ

い
て
は
、
幼
保
連
携
型
の
認
定
こ
ど
も
園
へ

の
移
行
を
検
討
す
る
な
ど
、
公
が
幼
児
教

育
、
保
育
施
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
先
導
的

な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
」

（
２
０
１
４
年
２
月
20
日
、
本
会
議
、
自
民

党
議
員
）
と
質
問
。
京
都
市
は
２
０
１
４
年

10
月
、
新
た
に
６
つ
の
市
営
保
育
所
の
民
間

移
管
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
会
派
は
、「
消
費
税
増

税
の
実
施
中
止
を
求
め
る
請
願
」「
集
団
的

自
衛
権
の
行
使
容
認
反
対
の
意
見
書
を
求
め

る
請
願
」
な
ど
の
請
願
に
反
対
し
、
不
採
択

に
し
ま
し
た
。

　

４
月
の
市
会
議
員
選
挙
で
は
、
こ
れ
ら
オ

ー
ル
与
党
会
派
に
厳
し
い
審
判
を
下
し
ま
し

ょ
う
。

〈このような発言も〉市民負担増・サービス切り捨ての議案に賛成し、
｢京プラン｣路線を推進してきたオール与党会派

議　
　

案

可
決
年
月

共
産
党

自
民
党

民
主
・　

都
み
ら
い

公
明
党

京
都
党

「京プラン」実施計画初年
度予算

2012年
３月　 × ○ ○ ○ ○

水道料金９億３千万円（半
年分）値上げ

2013年
３月　 × ○ ○ ○ ○

洛西ふれあいの里保養研修
センター廃止

2013年
５月　 × ○ ○ ○ ○

右京区役所嵯峨出張所廃止 2013年
12月　 × ○ ○ ○ ○

市バス･地下鉄運賃値上げ
（消費税増税分転嫁）

2013年
12月　 × ○ ○ ○ ○

消費税増税分転嫁など総額
27億７千万円の公共料金値
上げ予算

2014年
３月　 × ○ ○ ○ ○

京都市身体障害者リハビリ
センター附属病院廃止

2014年
３月　 × ○ ○ ○ ○

左京区役所岩倉出張所廃止 2014年
10月　 × ○ ○ ○ ○

×：反対　　○：賛成


